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１．2024年５月期第３四半期の連結業績（2023年６月１日～2024年２月29日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年５月期第３四半期 20,902 － 1,252 － 1,232 － 864 －

2023年５月期第３四半期 － － － － － － － －
(注) 包括利益 2024年５月期第３四半期 864百万円( －％) 2023年５月期第３四半期 －百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年５月期第３四半期 72.45 72.42

2023年５月期第３四半期 － －

(注)2023年５月期末より連結財務諸表を作成しているため、2023年５月期第３四半期の数値及び対前年同四半期増減率
については記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年５月期第３四半期 23,070 8,386 36.3

2023年５月期 21,466 7,922 36.9
(参考) 自己資本 2024年５月期第３四半期 8,383百万円 2023年５月期 7,919百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年５月期 － 0.00 － 35.00 35.00

2024年５月期 － 0.00 －

2024年５月期(予想) 31.00 31.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2024年５月期の連結業績予想（2023年６月１日～2024年５月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,600 27.6 1,870 △5.7 1,820 △8.0 1,230 △9.9 102.87
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）

期中における重要な子会社の異動に関する注記

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用に関する注記

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年５月期３Ｑ 13,363,540株 2023年５月期 13,363,540株

② 期末自己株式数 2024年５月期３Ｑ 1,416,932株 2023年５月期 1,446,131株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年５月期３Ｑ 11,936,026株 2023年５月期３Ｑ 11,877,638株

(注)期末自己株式数には、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式（2023年５月期264,100株、

2024年５月期３Ｑ227,900株）が含まれております。また、期中平均株式数の計算において控除する自己株式数に

は、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式（2023年５月期３Ｑ274,410株、2024年５月期

３Ｑ243,598株）が含まれております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注

意事項等については、添付資料３ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループは、前連結会計年度より連結財務諸表を作成しているため、前第３四半期連結累計期間との比較・

分析の記載は行っておりません。

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済活動の正常化や雇用環境の改善、インバウンド需要の増

加等により緩やかな回復傾向がみられました。その一方で、長引くウクライナ問題や中東情勢の不安定化の影響な

ど、世界的な景気下振れリスクも懸念され、依然として先行きは不透明な状況となっております。

当社の属する建設業界におきましては、公共建設投資は依然底堅く推移しているものの、建設資材やエネルギー

価格の高騰、労務単価の上昇等により厳しい事業環境が続いております。

このような状況のもと、当社の主要事業エリアである東京圏（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県）における

2023年（暦年）のマンション着工件数は52,746戸（前年同期比0.7％増）となりました。また、2023年（暦年）のマ

ンション供給件数は当初予想には及ばず26,886戸（同9.1％減）となり、２年連続の減少となりました。

2024年（暦年）の動向につきましては、マンション供給件数は31,000戸程度、マンション着工件数は2023年（暦

年）と同程度、販売在庫は4,000戸台と2023年（暦年）と同程度と予想されていること、引き合い案件は依然活況で

あること、東京圏における当社のシェアは３％程度と伸張の余地は充分にあることから、当社における当面の受注

及び施工物件の確保は可能と考えております。

（データはいずれも国土交通省-公表資料、「都道府県別着工戸数」及び（株）不動産経済研究所-公表資料、

「首都圏マンション市場動向」、「首都圏マンション市場予測－2024年の供給予測－」より）

当社は「より良質な住宅を供給し、豊かな住環境に貢献する」という社是を制定し、より良質な住宅を供給する

という社会的使命を果たすべく事業を推進しております。「安全・安心・堅実」という基本方針に関し、安全につ

きましては、安全パトロールの実施等を徹底しております。安心と堅実に対応する品質につきましては、独自のマ

ニュアルの制定や、その徹底を図る目的としての研修会等を定期的に開催しております。また、建物の強度を保つ

重要な躯体部分（杭、配筋、生コンクリート）の品質について、第三者機関による検査を導入し、建物の品質確保

に万全を尽くしております。

当社は、2024年５月期からの新中期経営計画（３カ年計画）「Innovation2023」のもと、その達成に向けグルー

プ一丸となり取り組んでおります。今後も業容拡大と利益水準向上への継続的な取り組み及び新たな価値創出によ

り持続的な成長を目指してまいります。

セグメントごとの業績につきましては、次のとおりであります。

（建設事業）

建設事業におきましては、売上高16,798,221千円、セグメント利益1,627,004千円となりました。

当第３四半期連結累計期間におきましては、受注件数５件、受注高18,119,458千円及び受注残高37,291,123千円

となり、順調に受注を重ねております。

（不動産事業）

不動産事業におきましては、売上高3,968,451千円、セグメント利益534,640千円となりました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は20,902,413千円、営業利益1,252,457千円、経常利益

1,232,840千円、親会社株主に帰属する四半期純利益864,792千円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,603,181千円増加し、23,070,148

千円となりました。これは、現金及び預金が1,691,068千円減少した一方で、電子記録債権が1,145,837千円、仕

掛販売用不動産が1,815,316千円、販売用不動産が154,107千円それぞれ増加したことが主な要因であります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ1,139,210千円増加し、14,683,257

千円となりました。これは、支払手形・工事未払金等が222,662千円が減少した一方で、短期借入金が975,000千

円、電子記録債務が518,602千円それぞれ増加したことが主な要因であります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ463,970千円増加し、8,386,890

千円となりました。これは、配当金の支払により利益剰余金が426,352千円減少した一方、親会社株主に帰属する

四半期純利益の計上により利益剰余金が864,792千円増加したことが主な要因であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年５月期の業績予想につきましては、2023年７月14日に公表いたしました予想数値に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年２月29日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,062,508 3,371,439

受取手形・完成工事未収入金等 6,278,538 6,282,485

電子記録債権 － 1,145,837

販売用不動産 1,892,038 2,046,146

仕掛販売用不動産 7,173,262 8,988,579

未成工事支出金 54,377 7,545

その他 377,518 493,987

流動資産合計 20,838,244 22,336,021

固定資産

有形固定資産 150,622 143,577

無形固定資産 18,610 24,077

投資その他の資産

その他 463,440 570,422

貸倒引当金 △3,950 △3,950

投資その他の資産合計 459,490 566,472

固定資産合計 628,723 734,127

資産合計 21,466,967 23,070,148

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 4,328,915 4,106,253

電子記録債務 3,378,585 3,897,188

短期借入金 210,000 1,185,000

１年内返済予定の長期借入金 735,556 569,751

未払法人税等 402,893 97,768

未成工事受入金 56,904 108,816

賞与引当金 20,220 －

完成工事補償引当金 28,395 39,715

役員株式給付引当金 20,136 －

その他 1,094,211 1,249,422

流動負債合計 10,275,819 11,253,916

固定負債

長期借入金 2,995,443 3,084,859

退職給付に係る負債 104,661 106,791

株式給付引当金 92,459 100,664

役員株式給付引当金 － 28,271

アフターコスト引当金 56,100 80,300

その他 19,562 28,452

固定負債合計 3,268,226 3,429,340

負債合計 13,544,046 14,683,257
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年２月29日)

純資産の部

株主資本

資本金 730,429 730,429

資本剰余金 690,781 690,781

利益剰余金 7,518,736 7,957,176

自己株式 △1,020,336 △994,806

株主資本合計 7,919,610 8,383,580

新株予約権 3,310 3,310

純資産合計 7,922,920 8,386,890

負債純資産合計 21,466,967 23,070,148
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間

(自 2023年６月１日
至 2024年２月29日)

売上高 20,902,413

売上原価 18,582,587

売上総利益 2,319,825

販売費及び一般管理費 1,067,368

営業利益 1,252,457

営業外収益

受取利息 61

受取保険金 8,174

受取手数料 238

業務受託料 1,990

その他 1,906

営業外収益合計 12,370

営業外費用

支払利息 26,146

その他 5,841

営業外費用合計 31,987

経常利益 1,232,840

特別損失

固定資産売却損 885

固定資産除却損 764

特別損失合計 1,650

税金等調整前四半期純利益 1,231,190

法人税、住民税及び事業税 433,125

法人税等調整額 △66,728

法人税等合計 366,397

四半期純利益 864,792

非支配株主に帰属する四半期純利益 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 864,792
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間

(自 2023年６月１日
至 2024年２月29日)

四半期純利益 864,792

四半期包括利益 864,792

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 864,792

非支配株主に係る四半期包括利益 －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間(自 2023年６月１日 至 2024年２月29日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

連結財務諸
表計上額
(注)３建設事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 16,798,221 3,968,451 20,766,672 135,740 20,902,413 － 20,902,413

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 16,798,221 3,968,451 20,766,672 135,740 20,902,413 － 20,902,413

セグメント利益又は損
失（△）

1,627,004 534,640 2,161,644 △201,440 1,960,204 △707,746 1,252,457

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、一級建築士事務所としての

設計業務、不動産賃貸業、マンション管理運営業の売上等であります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△707,746千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。


